
隣からも好評だ」そうだ。敷地内敷

設した砂利は、工事完了後は、その

まま外構に利用するので、無駄はな

いな。このアイデア話が会社側から

でなく、施主様から出たのは残念だ

が、会社として顧客に積極的に提案

して行きたい。 

当社監督の砂利敷き 

「提案トーク」例 
１．建物完成後の駐車スペースは 

 工事中に砂利敷きしておくと、 

 よく締まり、駐車場として直ぐ 

 に利用出来るので基礎工事段階 

 で砂利敷きすることをお勧めし 

 ます。 

２．基礎施工段階で建物外周部分 

 に砂利敷きしておくと雑草が 

 生えにくくなりますよ。 

 

 

 

 

 
当社新築現場で建物外周に砂利を敷

いた現場があった。基礎工事用の砕石

（C40）だ。 
砂利の施設は元々、雨後の泥はねな

どによって、工事中に基礎の立ち上が

り部や躯体下部を汚すのを防ぐために

施主の希望で実施したそうだが、実施

してみるとその効果はそれだけでない

ことがわかった。 

車両のタイヤあとや職人さんの靴に

敷地内のどろが付かないので、前面道

路を汚さない効果もあるり、「現場近

  砂利を敷いて泥汚れを防ぐ 

6 現場の隣の不機嫌な人たち 

宇都宮アイフルホーム株式会社

協力会 
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電話 028（656）1122 
FAX ０28（656）1549 
Email:0901truta＠net.eyefulhome.jp 

宇都宮アイフルホーム協力会事務局 

ホームページもご覧くださ。 
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 車両の駐車位置がトラブルの火種

になる例は少なくない。「迷惑にな

らないように」とわざわざ離れた場

所に駐車したら、離れた場所の近隣

迷惑となり警察に通報されたケース

もある。本来契約時点で工事中の車

両駐車スペースは確保して契約すべ

きであると思いますが、現状駐車ス

ペースを見積もり計上していませ

ん。そのために、協力業者の皆様は

日頃御苦労されている場合も多いか

と存じます。そんな時は迷わずに監

督にご相談ください。多少の経費が

かかっても近隣トラブルを未然に防

げるならば決して駐車場を借りるこ

とは高くないし、多少離れた駐車場

でも、協力会の皆様が安心して工事

に専念できるのであれば、駐車場の

確保は積極的に実施しなければなり

ません。 

 駐車場に困ったら監督にご相

談ください。 

発行責任者 

協力会庶務：高根沢 

ホームページでバックナンバーも見れます。 

 駐車場は借りてでも確保 

ハイライト: 

¶みんなが安全であるために           塚原課長 

¶現場パトロール開始                羽鳥係長 

¶規定施工方法を守らないことが偽装！    大島課長 

 

 

発行日平成20年８月1日 

2008巻1第４号 宇都宮アイフルホーム協力会 

目次: 

みんなが安全であるために 1 

現場パトロール開始 

 

2 

現場にゴミなまはげ現れ

る。 

3 

偽装問題に思うこと 4 

リフォーム工事の積極的受注

にご協力をお願いします。 

5 

現場の隣の不機嫌な人たち 6 

・車両の駐車対策 

・見せる現場にする 

 

 

 

うれしい建築ショーのはじまり 

みんなが安全であるために 
 
ずっと以前の建築現場は、関係者以外の

立ち入りを厳重に禁止して、閉鎖的なエリ

アという雰囲気があったと思います。今は

昔と全然違うという訳ではありません

が・・・、 

でもほんの少し、以前に比べて現場が開放

されてきている様な気がします。工事途中

の現場で見学会を行い、現場の見栄えが良

いように設えて、目立つ場所にイメージ

シートを掲げて、『お気軽にお立ち寄り下

さい』の雰囲気を一生懸命に出そうと頑

張っています。 

 ところが、実際の建築現場は、常に安全

な状態とは言えない場所であるとも思いま

す。足元が不安定な場合もあるでしょう。

転んでしまう、落ちてしまう可能性がない

とは言えないと思います。一般の方の日常

生活にはないもの（例えば足場）に頭や体

をぶつけてしまう可能性がないとは言えな

い。それに加えて、管理上の不備があった

りすると、例えば材料を不安定な状態で立

てかけていたりすると、ちょっと触っただ

けで『ガシャ～ン』って事もないとは言え

ない。 

ちょっと待て!・・・、 管理上の不備？ 
 

 まだまだ建築現場は危ない要因がたくさ

んあります。しかし危ない要因は出来る限

り減らさなければいけないし、管理上の不

備や人的ミスなどは、絶対にあってはいけ

ない事でしょう。 
 
私はアイフルホームの建築現場に、いつ

でも、誰でも自由に出入りできる様に開放

したいと思っている訳ではありません。施

主の意向を尊重しなければいけません。 

例え、建築途中でも、自分の家が他の人に

見られることを嫌がる人は少なくないで

しょう。敷地には、しっかりと囲いを設け

て工事関係者以外の方が、敷地内へ入る事

はご遠慮頂きたいと思っています。しか

し、施主が突然いらした時に、あるいは施

主の了解を得た第3者の方が突然いらした
時に、ここまでは安全ですよというエリア

を、出来るだけ広く確保しておく必要があ

ります。 

足場を資材搬入上の都合や作業上の都合

で、やむを得ず組み変えた場合、直ぐに元

へもどしましょう。ハシゴはしっかり固定

しましょう。転落防止の手摺りを設置しま

しょう。資材は安定した場所に置きましょ

う。使わない道具は片付けましょう。ｅｔ

ｃ・・・。 

もはや、現場の安全は現場で作業をしてい

る人だけではなく、           

一般の方にとって安全である様に装備し

なければいけません。 
 
 
 県南工事課 課長 塚原一弘 

建築現場にもユニバーサルデザイが必要！ 




